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１．はじめに  

 さくらみらい橋は，北仲通北地区の民間開発，横

浜市新市庁舎の開庁に伴い，周辺の混雑緩和と安全

な歩行者ルートの確保，大岡川の水辺の回遊性・利

便性向上，さらには災害時の緊急避難路としても機

能が発揮できるよう計画された，ＪＲおよび市営地

下鉄桜木町駅と新市庁舎を結ぶ人道橋である．（図 1） 

本稿では，都市内制限下におけるデザイン性の高

い人道橋について，計画・設計の内容を紹介する．

図１ 位置図 

２．デザイン・橋梁計画  

（１）「水辺を開く橋」の提案 

架橋地は景観的にも「横浜の都市ブランドへの貢

献」が求められる場所であった．山下公園に代表さ

れるように，横浜の都市デザインは港や河川沿いの

水辺空間を人々に開いてきた歴史を持ち，加えて横

浜新市庁舎のデザインコンセプト 1）において，低層

階は「水辺“に”開く」ではなく「水辺“を”開く」

というコンセプトのもと，市民活動が水辺と一体で

賑わうように計画されている．そこで，現在まで受

け継がれてきた横浜の水辺に対する思想を継承し，

橋梁のデザインコンセプトを「水辺を開く橋」とし，

平面線形を計画した（図 2）．風景の主役となる大岡

川，みなとみらい地区の水辺と高層ビル群，新市庁

舎が印象的に眺められる場所となることを目指し,

橋梁のシルエットは水平方向に伸びやかに拡がり， 

図３ 全体デザイン（イメージパース，模型写真） 

周りの風景を引き立てる橋梁デザインを提案した． 

（２）支間割 

橋脚位置は新市庁舎，民間ビルおよび既設歩道橋

との接続位置，大岡川，首都高函体，市道との交差

条件，駐車場出入口や地下埋設物等の条件により決

定された．特に河川利用者の安全性確保を目的に河

川内に橋脚を設置しない方針のもとで，最大支間長

68ｍの支間割計画とした． 

 キーワード 人道橋，屋根付橋，景観デザイン，近接施工，長支間 
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※近接施工の制限範囲Ⅲ(P2 基礎) 
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（３）平面線形 

接続先や主動線の設定で，関係機関協議の結果か

ら，その基本的な条件の変更が何度かあった．①Ｊ

Ｒ新改札設置に伴う主動線の変更，②河川内橋脚設

置不可に伴う，大岡川左岸側橋脚の設置位置の制限

（首都高函体との近接），③富士ソフトビルからクロ

スゲートビルへの接続先の変更の３点である（図 5）． 

本橋では，こうした与条件の変更も想定し，桁橋

の上に屋根を載せるという変更の自由度の高い構成

としていたため，当初のデザインコンセプト（図 3）

を活かしたまま柔軟に対応することができた． 

３．詳細設計  

（１）上部構造 

桁下余裕（建築限界）の確保，都市内での狭隘な

ヤード条件に対して，平面線形の自由度が高く，長

支間・低桁高への対応，下部工規模の低減と架設期

間の短縮を目的に鋼床版箱桁形式，橋脚と剛結する

連続ラーメン構造とした．径路 A（最大支間部）は桁

高 2.0ｍで，経路 B（市道交差），経路 C（民間ビル接

続）の桁断面は幅員も桁高も異なるため，逆台形箱

桁の斜ウエブの勾配を一定とし曲線形状のブラケッ

トを採用することで，見た目のねじれが生じないよ

うに桁高変化部ですり付けている（図 6）．

（２）桁の固有値解析 

固有値解析の結果，径路 A（最大支間部）の鉛直固

有振動数は 1.251Hz で，立体横断施設基準 2）で示さ

れる「回避すべき固有振動数の範囲（1.5Hz～2.3Hz）

外」となる（図 7）．同基準は道路を横断し階段で昇

降する一般的な横断歩道橋を対象としたもので，既

往の研究成果をまとめた指針 3）では，ある程度規模

の大きい歩道橋では歩行者による相対的な振動レベ

ルが小さくて振動振幅が大きくならず，「単位長さ

当たり死荷重が 2.0tf(20kN)/m 以上であれば問題と

なるような振動は発生しない」という結果が得られ

ている．本橋も，経路 A：51.6kN/m を確認した． 

（３）基礎構造 

分岐部のＰ２橋脚は首都高函体に対して近接施工

の制限範囲Ⅲに位置する（図 4）．基礎工掘削時の地

盤変形が首都高函体へ与える変状を 2 次元線形 FEM

解析で検討した結果 4），最大変位 3.9mm（＜制限値

5.0mm）となり施工時の安全性を確認した． 

４．おわりに 

さくらみらい橋は 2020 年 6 月に開通し，多くの

方々に利用されている 5）．本稿では，都市内制限下

における人道橋について，基本的な条件に変更があ

っても，柔軟に対応が可能なデザインコンセプトの

設定と橋梁計画の一例を提示した．
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図５ 最終計画（平面線形，動線） 

図６ 各径路の桁断面と桁高変化 
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図７ 鉛直方向卓越モード図（１次モード） 

クロスゲートビル

CS3-28 令和3年度土木学会全国大会第76回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - CS3-28 -


